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行
支
援
も
開
始
さ
れ
、
ウ
イ
ズ
コ
ロ

ナ
と
し
て
社
会
経
済
活
動
と
両
立
が

図
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
年
末
年
始
を

控
え
、
気
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、
引

き
続
き
、
感
染
拡
大
防
止
を
心
掛
け

た
行
動
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
例
年
通
り
、
本
年
も
年
末
年
始
労

働
災
害
防
止
強
調
期
間
を
迎
え
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　
千
葉
県
内
の
建
設
業
に
お
け
る
死

亡
災
害
は
、
昨
年
は
過
去
最
少
の
５

件
と
初
め
て
一
桁
台
と
な
り
ま
し
た

が
、
今
年
は
現
時
点
（
11
月
30
日
時

点
）
で
残
念
な
が
ら
昨
年
を
上
回
る

６
件
の
発
生
を
見
て
お
り
、
年
末
は

何
と
し
て
も
死
亡
災
害
０
で
本
年
を

終
了
し
た
い
も
の
と
強
く
望
む
と
こ

ろ
で
す
。

　
本
年
の
死
亡
災
害
６
件
の
事
故
の

型
を
見
ま
す
と
、
墜
落
・
転
落
が
３

件
、
崩
壊
・
倒
壊
、
は
さ
ま
れ
・
巻

き
込
ま
れ
、交
通
事
故
が
各
１
件
で
、

墜
落
・
転
落
が
50
％
と
２
件
に
１
件

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
死
亡
災
害
の
減
少
・
撲
滅
の
た
め

に
は
、
や
は
り
墜
落
・
転
落
災
害
の

減
少
・
撲
滅
を
図
る
こ
と
が
重
要
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
国
の
第
13
次
労
働
災
害
防
止
計
画

は
、
ス
タ
ー
ト
前
年
の
平
成
29
年
と

比
べ
て
、
計
画
期
間
で
あ
る
５
年
後

の
本
年
末
ま
で
に
、
建
設
業
に
お
け

る
死
亡
災
害
を
15
％
以
上
減
少
さ
せ

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　
千
葉
県
の
計
画
の
目
標
達
成
に

は
、
年
間
の
死
亡
災
害
を
８
件
以
内

に
収
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
現

時
点
で
は
目
標
達
成
の
範
囲
内
に
死

亡
災
害
発
生
件
数
は
収
ま
っ
て
お

り
、
年
末
の
死
亡
災
害
０
と
し
是
非

と
も
目
標
達
成
を
図
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
例
年
、
労
働
災

害
が
多
発
傾
向
に

あ
る
年
末
年
始
に

向
け
て
、
死
亡
災

害
の
最
多
の
原
因
で
あ
る
墜
落
・
転

落
災
害
防
止
を
最
重
点
と
し
て
取
り

組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
職
場
・
現
場
の
感
染
症
予

防
対
策
を
含
め
た
労
働
者
の
健
康
確

保
対
策
も
、
併
せ
て
取
り
組
む
こ
と

が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
建
災
防
千
葉
県
支
部
は
本
年
も

「
無
事
故
の
歳
末
、
明
る
い
正
月
」

を
合
言
葉
に
、
建
設
現
場
に
お
け
る

無
災
害
を
支
部
会
員
一
丸
と
な
っ
て

目
指
し
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
何
か
と
大
変
な
社

会
情
勢
で
あ
っ
た
令
和
４
年
も
、

早
や
歳
末
と
な
り
ま
し
た
。
働
く

人
た
ち
が
無
災
害
で
年
末
年
始
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
本

年
度
も
、
12
月
１
日
か
ら
令
和
５

年
１
月
15
日
ま
で
の
期
間
、
「
建

設
業
年
末
年
始
労
働
災
害
防
止
強

調
期
間
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
期
間
中
、
各
社
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
引
き
続
き
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
を
徹

底
し
つ
つ
、
労
働
者
が
安
全
か
つ

健
康
に
働
く
こ
と
の
で
き
る
職
場

環
境
を
整
備
し
、
労
働
災
害
防
止

の
た
め
の
取
り
組
み
を
展
開
し
て

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
千
葉
労
働
局
に
お
い
て
は
、
工

事
の
輻
輳
化
に
よ
る
労
働
災
害
の

増
加
や
冬
の
季
節
特
有
の
災
害
に

つ
い
て
、
働
く
方
々
、
事
業
者
、

関
係
者
の
皆
さ
ま
に
注
意
を
喚
起

す
る
と
と
も
に
、
無
事
故
無
災
害

で
年
末
年
始
を
迎
え
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
作
業
現
場
を
巡
視
す
る

な
ど
に
よ
り
、
関
係
法
令
等
に
基

づ
く
安
全
作
業
の
徹
底
を
お
願
い

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

【
建
設
業
に
お
け
る
労
働
災
害
の

発
生
状
況
】

　
建
設
業
に
お
け
る
労
働
災
害

は
、
働
く
方
々
、
事
業
者
の
皆
さ

ま
を
は
じ
め
、
関
係
者
の
熱
意
と

日
々
の
地
道
な
安
全
衛
生
活
動
に

よ
り
、
そ
の
発
生
件
数
は
長
期
的

に
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
令
和
３
年
に
お
け
る
労
働
災
害

の
発
生
状
況
は
、
死
亡
者
数
が
５

人
と
過
去
最
少
と
な
り
、
休
業
４

日
以
上
の
死
傷
者
数
（
以
下
「
死

傷
者
数
」
と
い
う
）
に
つ
い
て
も

６
１
７
人
と
、
令
和
２
年
と
比
較

し
て
55
人
、
８

％
減
少
し
ま
し

た
。

　
し
か
し
な
が

ら
、
本
年
に
入

っ
て
か
ら
前
年

を
大
き
く
上
回

る
ペ
ー
ス
で
発

生
し
て
お
り
、
10
月
末
現
在
（
速

報
値
）
で
、
死
亡
者
数
は
６
人
と
、

既
に
前
年
を
上
回
っ
て
い
る
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。
死
傷
者
数
に

つ
い
て
も
５
２
０
人
と
、
前
年
同

月
比
61
人
、
13
％
の
増
加
と
な
っ

て
お
り
、
こ
の
時
期
と
し
て
は
、

平
成
27
年
以
降
の
最
多
死
傷
者
数

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
事
故
の
型
別
発
生
状
況
を
見
る

と
、
本
年
10
月
末
現
在
（
速
報
値
）

で
、
墜
落
・
転
落
災
害
が
26
％
と
、

依
然
と
し
て
最
多
の
事
故
の
型
と

な
っ
て
い
ま
す
。
次
い
で
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
に

よ
る
も
の
19
％
、
挟
ま
れ
・
巻
き

込
ま
れ
12
％
、
転
倒
９
％
の
順
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
死
亡
災
害
に
絞
っ
て
事
故
の
型

別
を
見
て
み
る
と
、
半
数
が
墜
落

・
転
落
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
統
計
を
見
る
限

り
、
建
設
業
に
お
い
て
は
依
然
と

し
て
墜
落
・
転
落
に
よ
り
被
災
す

る
率
が
高
い
と
言
え
ま
す
。

【
墜
落
・
転
落
の
防
止
】

　
「
墜
落
・
転
落
」
は
、
重
篤
な

災
害
に
繋
が
り
や
す
い
事
故
の
型

で
す
。

　
本
年
10
月
末
現
在
（
速
報
値
）
、

建
設
業
で
発
生
し
た
「
墜
落
・
転

落
」
災
害
の
起
因
物
を
見
て
み
る

と
、
「
は
し
ご
・
脚
立
等
」
の
組

み
合
わ
せ
が
35
％
と
最
多
と
な
っ

て
お
り
、
次
い
で
、
「
屋
根
・
梁

等
」
、
「
足
場
」
の
組
み
合
わ
せ

が
各
々
11
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
は
し
ご
・
脚
立
等
」
を
起
因

物
と
す
る
墜
落
・
転
落
災
害
の
う

「
低
所
」墜
落
・
転
落
防
止
に
目

千
葉
労
働
局
長　

江
原　

由
明

　
世
界
的
に
猛
威
を
振
る
っ
て
き
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、

第
７
波
に
終
息
傾
向
が
見
ら
れ
た
も

の
の
、
横
ば
い
傾

向
か
ら
第
８
波
の

兆
し
も
見
受
け
ら

れ
る
な
ど
、
未
だ

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
今
年
の
秋
口
に
は
、
水
際
対
策
と

し
て
の
入
国
制
限
の
撤
廃
や
全
国
旅

年
末
ゼ
ロ
災
害
で
堅
持

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
千
葉
県
支
部
長　

前
田　

泰
弘

「
無
事
故
の
歳
末
」「
明
る
い
正
月
」合
言
葉

過去最少に次ぐ成績
建設業 年末年始労働災害防止強調期間にあたって

ち
休
業
見
込
み
が
1
か
月
以
上
と

な
っ
て
い
る
災
害
は
約
８
割
を
占

め
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
「
低
所
か
ら
」
の
墜
落

・
転
落
災
害
が
増
加
し
て
お
り
、

し
か
も
１
か
月
以
上
の
休
業
を
要

す
る
重
篤
な
災
害
も
多
い
こ
と
か

ら
、
そ
の
防
止
が
重
要
な
課
題
と

捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
色
々
な
場
面
で
便
利
に
用
い

ら
れ
る
「
は
し
ご
・
脚
立
」
で
す

が
、
使
い
方
を
誤
れ
ば
大
き
な
災

害
に
繋
が
り
ま
す
。

　
千
葉
労
働
局
で
は
、
足
場
や
屋

根
等
の
高
所
か
ら
の
墜
落
・
転
落

災
害
の
防
止
対
策
の
徹
底
と
併
せ
、

「
は
し
ご
・
脚
立
」
の
適
切
な
使

用
を
推
進
す
る
な
ど「
低
所
か
ら
」

の
墜
落
・
転
落
災
害
防
止
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
は
し
ご
・
脚

立
を
使
用
す
る

作
業
に
際
し
て

は
、
作
業
前
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
を
示
し
た

リ
ー
フ
レ
ッ
ト

（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

参
照
）
を
活
用

す
る
な
ど
、
墜

落
・
転
落
災
害

防
止
に
ご
尽
力

を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

（
つ
づ
く
）
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公
共

多古町／空港眺望公園
基礎調査のプロポ公告

2
公
共

21年度県発注工事受注
県内１位は畔蒜工務店

2
公
共

千葉市／40億で鎌取IC
近接産業用地17ha整備

2
公
告

習志野市／第二中学校
改築他給排水衛生設備

6
入
札

柏井浄水場ろ過施設機
械設備を水ingが56億円

5
公
共

千建協と整備局、県ら
課題改善へ意見交換会
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